
予算額 決算額 差　額 備　考

（決算－予算）

収入

　運営費交付金 5,659  5,738  79  （注１）

　施設整備費補助金 1,212  1,103  △109 （注２）

　補助金等収入 213   1,982  1,769  （注３）

　大学改革支援・学位授与機構施設費交付金 21  21  -  

　自己収入 23,685   24,634  949   

　授業料、入学料及び検定料収入 643   606   △37 （注４）

　附属病院収入 22,879   23,717   838   （注５）

　　雑収入 163   311   148  （注６）

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 1,325  1,203  △122 （注７）

　引当金取崩 389   464   75 （注８）

　長期借入金収入 1,499  1,419  △80 （注９）

　目的積立金取崩 1,069  1,298  229 （注１０）

計 35,072   37,862  2,790  

支出

　業務費 29,709   28,987  △722 （注１１）

　教育研究経費 5,549  6,331  782 

　　診療経費 24,160   22,656   △1,504 

　施設整備費 2,732  2,543  △189 （注１２）

 補助金等 213   1,962  1,749  （注１３）

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 1,325  1,091  △234 （注１４）

　長期借入金償還金 1,093  1,074  △19 （注１５）

計 35,072  35,657   585   

-  2,205  2,205  （注１６）
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○予算と決算の差異について
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業務費については、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症関連補助金支援による支出の減等により、予算金額に比して決算
金額が722百万円少額となっています。

施設整備費については、（注９）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が189百万円少額となって
います。

運営費交付金については、予算段階で使用を見込んでいた承継職員に係る退職手当が見込に対して退職者
が多かったこと等により、予算金額に比して決算金額が79百万円多額となっています。

附属病院収入については、診療単価の増等により、予算金額に比して決算金額が838百万円多額となってい
ます。

収入－支出は、翌年度以降に使途の特定された賞与引当金等482百万円、令和2年度補正予算（授業料免
除）に係る翌年度への繰越55百万円、退職手当の翌年度繰越額17百万円、産学連携等研究経費及び寄附
金事業費等の執行残額111百万円等を含んでいます。

施設整備費補助金については、一部事業の工程見直しが必要となり翌年度へ繰越になったことから、109百万
円少額となっております。

補助金等収入については、予算段階では予定していなかった国及び滋賀県からの新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症関連
補助金が交付されたため、予算金額に比して決算金額が1,769百万円多額となっています。また、授業料等減
免費交付金20百万円が含まれており、本補助金は授業料等免除に使用しております。

授業料、入学料及び検定料収入については、新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症拡大の影響による授業料免除者数の増
等により、予算金額に比して決算金額が37百万円少額となっています。

雑収入については、科学研究費補助金間接経費収入等により、予算金額に比して決算金額が148百万円多
額となっています。

産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、予算段階で予定していた産学連携等研究収入等の減
収により、予算金額に比して決算金額が122百万円少額となっています。

補助金等については、（注３）に示した理由等により、予算金額に比して決算金額が1,749百万円多額となって
います。

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、（注７）に示した理由等により、予算金額に比して決算
金額が234百万円少額となっています。

長期借入金償還金については、借入金の利率の低下により、予算金額に比して決算金額が19百万円少額と
なっています。

引当金取崩については、予算段階で使用を見込んでいた承継職員以外の職員に係る退職手当が見込に対し
て退職者が多かったこと等により、予算金額に比して決算金額が75百万円多額となっています。

長期借入金収入については、施設整備事業に係る工程見直しによる翌年度繰越及び附属病院設備に係る競
争入札によって、予算額より価格が低下したため、80百万円少額となっています。

目的積立金取崩については、予算段階で予定していなかった目的積立金取崩により、予算金額に比して決算
金額が229百万円多額となっています。
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